
ＶＧ槻輪だより 会報第１５２号                                        １                         

  

平
安
京
の
中
心
で 

あ
っ
た
ま
ち
：上
京
区 

5
月
18
日
五
月
晴
れ
の

日
、
京
都
市
営
地
下
鉄
「丸

太
町
」駅
北
改
札
出
口
に
集

合
し
、 

京
都
府
庁
旧
本
館
、

京
都
御
苑
旧
閑
院
宮
邸
跡
、

拾
翠
亭
を
訪
問
し
た
。 

京
都
府
庁
旧
本
館
で
は
、 

京
都
観
光
文
化
を
考
え
る

会
・
都
草
の
方
の
説
明
を
し

て
頂
き
ま
し
た
。 

上
京
区 

現
在
の
上
京
区
は
、
東
は

鴨
川
、
西
は
紙
屋
川
、
北
は

鞍
馬
口
通
、
南
は
丸
太
町

に
よ
っ
て
区
切
ら
れ
た
長
方

形
の
地
域
で
す
。
交
差
す
る

一
条
通
と
堀
川
に
よ
っ
て
、

大
き
く
四
つ
の
地
域
に
分
割

さ
れ
て
い
る
が
、
中
世
、
近

世
の
上
京
も
こ
う
し
た
地
域

区
分
の
上
に
歴
史
的
な
展

開
を
し
て
き
ま
し
た
。 

京
都
府
庁
旧
本
館 

議
会
で
承
認
さ
れ
た
の
は

明
治
33
年
の
こ
と
で
、
翌

34
年
11
月
に
起
工
し
た
。 

当
時
は
、
地
方
行
政
の
骨
格

も
定
ま
り
、
行
政
事
務
の
拡

大
と
細
分
化
、
官
吏
数
の

増
大
が
あ
り
、
そ
の
た
め
庁

舎
機
能
の
拡
大
と
多
様
化

に
対
応
で
き
る
建
物
を
計

画
す
る
こ
と
と
、
そ
れ
ま
で

庁
舎
と
一
体
で
は
な
か
っ
た

府
議
事
堂
を
庁
舎
内
に
設

け
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
た
。 

ま
た
、
外
観
は
こ
れ
ま
で
の

和
風
建
築
と
は
異
な
る
正

統
的
な
西
洋
建
築
の
意
匠

が
要
求
さ
れ
た
た
め
、
先
に

完
成
し
て
い
た
東
京
府
庁
舎

（
明
治
27
年
）
や
兵
庫
県
庁

舎
（
明
治
35
年
）
を
参
考
に
、

よ
り
よ
い
も
の
を
目
指
し
て

設
計
さ
れ
た
よ
う
で
す
。 

旧
本
館
の
文
化
財
と
し
て
の

価
値 

（1）
西
洋
建
築
の
様
式
的
習

熟
の
高
さ
を
示
す
も
の 

建
築
の
基
本
モ
チ
ー
フ
は

ル
ネ
サ
ン
ス
様
式
に
属
し
、

建
物
の
外
観
は
、
正
面
の
一

段
高
く
な
っ
た
屋
根
を
中
心

と
し
て
左
右
両
翼
に
対
称

に
張
り
出
し
た
形
と
な
っ
て

お
り
、
西
洋
近
世
の
大
邸
館

を
ほ
う
ふ
つ
さ
せ
る
も
の
が

あ
る
。 

明
治
30
年
代
は
、
日
本
人

が
こ
う
し
た
西
洋
建
築
に
お

け
る
様
式
操
作
を
適
切
に

行
え
る
よ
う
に
な
り
始
め
る

時
期
で
あ
り
、
本
建
築
は
そ

の
代
表
と
位
置
づ
け
ら
れ
る
。 

建
物
内
部
に
お
い
て
は
、
随

所
に
和
風
の
優
れ
た
技
術

が
巧
み
に
取
り
入
れ
ら
れ
て

お
り
、
内
部
意
匠
は
建
築
よ

り
も
む
し
ろ
工
芸
品
と
い
っ

た
趣
さ
え
感
じ
さ
せ
る
。 

（2）
近
代
的
行
政
庁
舎
建
築

の
歩
み
を
よ
く
物
語
る
も
の

で
あ
る
こ
と 

明
治
維
新
以
来
続
け
ら

れ
て
き
た
近
代
的
行
政
庁

舎
の
模
索
の
総
決
算
的
建

築
で
あ
り
、
以
後
、
大
正
期

後
半
ま
で
は
、
府
県
庁
舎
の

典
型
と
し
て
模
範
に
さ
れ

た
。 

近
代
日
本
が
生
み
出
し
た

府
県
庁
舎
の
う
ち
、
東
京

府
庁
舎
は
す
で
に
な
く
、
兵

庫
県
庁
舎
は
、
昭
和
20
年

の
戦
災
で
壁
体
だ
け
を
残
し

て
焼
失
し
た
。
そ
れ
ら
の
中
、

京
都
府
庁
旧
本
館
は
本
格

的
に
改
修
す
る
よ
う
な
工

事
は
こ
れ
ま
で
行
わ
れ
て
お

ら
ず
、
明
治
期
の
形
態
を
損

な
う
こ
と
な
く
、
府
県
庁
舎

の
全
容
を
と
ど
め
て
い
ま

す
。 

拾
翠
亭 

拾
翠
亭
は
五
摂
家
の
一

つ
で
あ
っ
た
九
条
家
の
茶
会

の
た
め
の
離
れ
と
し
て
、
二

百
年
ほ
ど
前
の
江
戸
後
期

に
建
て
ら
れ
、
九
条
家
の
現

存
す
る
唯
一
の
建
物
で
す
。 

 

建
物
は
数
奇
屋
風
の
書

院
造
り
で
、
外
回
り
に
は
縁

高
欄
と
言
わ
れ
る
手
す
り

が
施
さ
れ
、
簡
素
な
中
に

も
貴
族
的
な
外
観
で
す
。 

 

ま
た
屋
根
の
形
も
「切
妻

造
」「入
母
屋
造
」が
組
み

合
わ
さ
れ
て
、
優
美
な
外

観
を
呈
し
て
い
ま
す
。
、
今

も
二
つ
の
茶
室
が
残
さ
れ
て

い
て
、
現
存
す
る
公
家
屋
敷

の
茶
室
と
し
て
は
数
少
な
い

建
造
物
で
、
貴
重
な
文
化

遺
産
で
す
。 

 
九
条
家
の
庭
園
だ
っ
た
九

条
池
（勾
玉
池
）に
面
し
て

建
っ
て
い
て
、
東
山
を
借
景

と
し
た
眺
め
を
第
一
に
つ
く

ら
れ
た
と
い
わ
れ
て
い
ま

す
。 

閑
院
宮 

閑
院
宮
家
は
伏
見
宮

家
、
桂
宮
家
、
有
栖
川
宮

家
と
並
ぶ
四
親
王
家
の

一
つ
で
、
東
山
天
皇
の
皇

子
直
仁
親
王
を
始
祖
と

し
て
創
立
さ
れ
、
こ
の
場

所
に
屋
敷
を
構
え
ま
し

た
。
創
建
当
初
の
建
物
は

天
明
の
大
火
で
消
失
し
、

そ
の
後
再
建
さ
れ
た
が
、

現
在
の
建
物
と
の
関
係
な

ど
詳
し
い
こ
と
は
わ
か
っ

て
い
ま
せ
ん
。 

 

明
治
2
年
の
東
京
遷

都
に
伴
い
閑
院
宮
家
が

移
ら
れ
た
後
、
華
族
会
館

や
裁
判
所
と
し
て
一
時

使
用
さ
れ
た
り
し
て
、
昭

和
24
年
に
京
都
御
苑
が

国
民
公
園
と
な
り
、
厚
生

省
の
ち
環

境
省
の
京

都
御
苑

管
理
事

務
所
と
し

て
使
用
さ

れ
ま
し

た
。 閑

院

宮
邸
跡
の
建
物
と
庭
園

は
当
時
の
面
影
を
今
に

伝
え
て
い
ま
す
。 

詳
細
は
、
ＶＧ
槻
輪
の
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
下
さ
い
。 
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２０１７年６月度行事予定 

昆陽池から清酒発祥の地を訪ねる：伊丹市昆陽池・鴻池 

月 日：平成２９年６月１５日（木） 

集 合: 伊丹市昆虫館 入り口前  集合時間： 10:50 

訪問先：伊丹昆虫館、昆陽池、鴻池神社、慈眼寺他 

そ の 他：１) 一般参加の方は、会員に申し込み下さい。 

２） ボランティアの方にガイドをお願いしています。 

※ 詳細は別途資料を参照下さい。 

4) 名札を持参下さい。 

月 日：平成28年1月19日（木曜日） 

集合場所：ＪＲ天王子駅中央口改札出口  時間：10:30 

わ
が
ま
ち
紹
介 

京都府庁旧本館の旧知事室 

九条家遺構 拾翠亭 

２０１７年７月度行事予定 

進化する中之島 水都・大阪のシンボル 

:フェステバルシティ 

月 日：平成 29年 7月１3日（木） 

集 合：朝日新聞大阪本社 １３階 受付前ホール 

訪問先：朝日新聞大阪本社、朝日新聞大阪工場 

そ の 他：１) 雨天決行 

2) 詳細は別途資料を参照下さい。 

4) 名札を持参下さい。 

月 日：平成28年1月19日（木曜日） 

集合場所：ＪＲ天王子駅中央口改札出口  時間：10:30 


